
 

学部生の研究関心 
3 年生 

 顔／まなざし 

 アニメ論／音楽歌詞の意味 

 賭け／記憶 

 妖怪／見えない存在 

4 年生 

 「演技：変身する身体」 

 「ハイデガー及びユンガー兄弟の技術哲学の

再評価」 

 「空間に保存される記憶」 

 「『ジェンダートラブル』におけるフロイ

ト・ラカンの精神分析概念に関する考察」 

 

 

 

先生方の紹介 
 

専任の先生 

 檜垣立哉教授 （哲学／現代思想） 

生命論・偶然論・食の哲学な

ど。基本は哲学全般ですが、

共生ということでいえばとく

に、食べること、住むことな

どを通じた動物・自然との共

生（ペット論など情動的共生

も含む）、技術（生殖技術や

AIなど）の進展にともなう、

機械・ロボット・これまでとは別の系統で発生

する新たな存在者との共生などに関心がありま

す。同時に過去世代や未来世代との共生をどう

考えるか、共生というものの「理念」はやはり

真正面から、共生の歴史性も踏まえ探ってみた

いです。 

 

兼任の先生方 

 藤川信夫教授 （教育哲学） 

人間の生涯にわたる自己形成過

程など。教育学系の教育人間学

(来年度からは人間変容論とし

て独立)に所属。 

 山崎吾郎准教授 （文化人類学） 

医療人類学、科学技術社

会論など。文化人類学の

研究をしつつ、共同研究

のありかたを模索。COデ

ザインセンターに所属。 

 

年中行事 

4月 熊野旅行 

6月 鱧鍋会 

9or10月 お月見会 

12月 忘年会 

2月 節分会 

 

その他イベント多数あります！ 

  

   

 

共生の人間学 
共生学科目 未来共生学講座 

 


